






退院促進事業の設立の背景  

頂精神科病院の人権侵害事件→廃院へ  

良精神保健福祉審議会の答申（平成11年）   

→社会的入院は人権侵害   

医療機関だけでは限界   

行政は積極的に→自立支援促進会議  

退院促進事業  

○審議会答申の具体化が行政課題となった  
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事業開始当時の関係者の指摘  

○事業対象者がいない  

。退院後のケアが大切  

。入院患者のことを分かっていない  

◎いままで出来ることはやってきた  

○社会資源が不足  

◎退院の援助は病院の仕事 etc・・  
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年度ごとの状況  
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甘退院□入院・支援継続際中止  
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町．、支援に対する感想（平成16年度） 致  
ニ笈  

支援員は丁寧だった  

ペースは適当だった   

内容は希望に沿っていた  

他のスタッフに支えられた  

役に立った  

ほかの人に薦めたい  

全体的に望みどおりだった  
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新たな取り組みⅠ  

同病院で  

院内説明会（スタッフ向け）→4年間で24回825名  

院内茶話会（患者向け）→3年間で59回580名  

看護との合同研修会→訪問看護ステーション立ちあげ  

呵地域で  

グループホーム体験入所→府事業化 9圏域で  

－グループホーム（3箇所）や作業所の設立（2箇所）  
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